
「教科及び教科の指導法に関する科目」一覧
2025年度

必 選 学科 教職専任 兼担 兼任

日本史概説 2 李主先

西洋史概説 2 望月秀人

東洋史概説 2 渡昌弘

人文地理学 2 他 中村努准教授 山本晴奈 全学共通科目

地域らしさの探求 2 他 （中村努准教授） （山本晴奈） 全学共通科目

地誌 2 （生田清人）

自然地理学 2 （生田清人）

エスノグラフィー各論Ａ 2 亀井哲也教授

長尾良子

水島　玲央教授 鈴木晃

六鹿　竜輝

政治学 2 他 本多倫彬准教授 全学共通科目

国際関係と日本 2 他 （本多倫彬准教授） 全学共通科目

市民の政治学 2 同 松谷満教授

大岡頼光教授 長澤壮平

芦川晋准教授 秋山幸子

亀山俊朗教授

松田茂樹教授

（松谷満教授） 新城優子

芝野淳一准教授

教育問題と学校の社会学 2 同 森田次朗准教授

メディア社会学 2 同 真鍋公希講師

マスコミの社会学 2 同 （真鍋公希講師）

福祉社会学Ⅰ 2 同 （大岡頼光教授）

地域社会学 2 同 （木田勇輔准教授）

家族社会学 2 同 （松田茂樹教授）

社会階層と教育の社会学 2 同 （芝野淳一准教授）

コミュニケーションと自己の社会学 2 同 （芦川晋准教授）

労働とグローバル化の社会学 2 同 （亀山俊朗教授）

哲学概説 2 同 長滝祥司教授

社会の哲学 2 同 （芦川晋准教授）

社会科教育法 4 生田清人

社会・公民科教育法 4 同 （森田次朗准教授）

●単位数 単位

単位

単位

単位

単位

●教職専任教員数（教科に関する専門的事項） 人

●必要教職専任教員数（教科に関する専門的事項） 人

○○○○ 一般的包括的な内容を含む科目

※専任教員数（合計）には「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」の専任教員は含まない。

D.教員の免許状取得のための選択科目 10

E.「開設授業科目の合計単位数」（C+D）-「免許
状取得に必要な最低修得単位数（28）」

全学共通科目

これらより
６単位

選択必修

同

…

法学 2 他

同

同

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数 52

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等の科目をあてる場合の単位数を含
む。）

10

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

50

32
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日本史・外国史

社会調査入門 2

各教科の指導法（情報機器及び
 教材の活用を含む。）

「社会学、経済学」

地理学（地誌を含む。）

「法律学、政治学」

「哲学、倫理学、宗教学」

現代社会学 2

教科及び教科の指導法に関する科
目における複数の事項を合わせた

内容に係る科目

社会学入門 2

4

学部 学科 取得可能免許

現代社会学部 現代社会学科 中一種免（社会）

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目
担当教員

履修
方法科目

区分
各科目に含めること

が必要な事項
授業科目

単位数



「教科及び教科の指導法に関する科目」一覧
2025年度

必 選 学科 教職専任 兼担 兼任

水島　玲央教授 長尾良子

六鹿　竜輝

政治学 2 他 本多倫彬准教授 全学共通科目

国際関係と日本 2 他 （本多倫彬准教授） 全学共通科目

市民の政治学 2 同 松谷満教授

大岡頼光教授 長澤壮平

芦川晋准教授 秋山幸子

亀山俊朗教授

松田茂樹教授

（松谷満教授） 新城優子

芝野淳一准教授

教育問題と学校の社会学 2 同 森田次朗准教授

メディア社会学 2 同 真鍋公希講師

マスコミの社会学 2 同 （真鍋公希講師）

福祉社会学Ⅰ 2 同 （大岡頼光教授）

地域社会学 2 同 （木田勇輔准教授）

家族社会学 2 同 （松田茂樹教授）

社会階層と教育の社会学 2 同 （芝野淳一准教授）

社会学理論 2 （芦川晋准教授）

コミュニケーションと自己の社会学 2 同 （芦川晋准教授）

労働とグローバル化の社会学 2 同 （亀山俊朗教授）

哲学概説 2 同 長滝祥司教授

社会の哲学 2 同 （芦川晋准教授）

社会心理学 2 高木邦子

人間関係の心理学 2 中原純准教授

社会・公民科教育法 4 同 （森田次朗准教授）

●単位数 単位

単位

単位

単位

単位

●教職専任教員数（教科に関する専門的事項） 人

●必要教職専任教員数（教科に関する専門的事項） 人

○○○○ 一般的包括的な内容を含む科目

※専任教員数（合計）には「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」の専任教員は含まない。

学部 学科 取得可能免許

現代社会学部 現代社会学科 高一種免（公民）

担当教員
履修
方法科目

区分
各科目に含めること

が必要な事項
授業科目

単位数

左記に対応する開設授業科目
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「法律学（国際法を含
む。）、政治学（国際政治を

含む。）」

「哲学、倫理学、宗教学、心
理学」

施行規則に定める科目区分等

各教科の指導法（情報機器及び
 教材の活用を含む。）

「社会学、経済学（国際経済
を含む。）」

…

同

A.「教科に関する専門的事項」の開設総単位数 42

法学 2

教科及び教科の指導法に関する科
目における複数の事項を合わせた

内容に係る科目

2

社会調査入門 2

現代社会学 2

社会学入門

E.「開設授業科目の合計単位数」（C+D）-「免許
状取得に必要な最低修得単位数（24）」

他 全学共通科目

これらより
１６単位
選択必修

同

同

22

10

3

B.「教科に関する専門的事項」の共通開設単位数
（他学科等の科目をあてる場合の単位数を含
む。）

6

C.教員の免許状取得のための必修科目
（選択必修科目の単位数を含む）

44

D.教員の免許状取得のための選択科目 2


